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岩槻新校基本計画骨子（案） 

対象校 
(◎：設置校） ◎岩槻高校、岩槻北陵高校 開校年度 令和８年度 

課程・ 
学科等 

全日制 普通科、国際探究科 

学校 
規模 

(１学年当たり) 
３２０人（８） 普通科（７）、国際探究科（１） 

基
本
理
念 

目
指
す
学
校 

ア 地域の伝統産業等を生かした協働的・探究的な学びを通して新しい時代に求められる資質・能力を育成し、生徒一人一人の自

己実現を目指す学校 

イ 自国の伝統、文化を理解するとともに、国際感覚を身に付け、国際社会に貢献できる人材を育成する学校 

ウ 近隣の小・中学校や大学等との連携により、キャリアパスを見通した継続性のある創造的な学びを実践し、地域における学び

の中心的役割を担う学校 

育
て
た
い
生
徒
像 

ア 自国や郷土への理解を深め、その魅力を海外に広めるとともに、持てる力を生かして地域の課題解決に貢献できる生徒 

イ 豊かな国際感覚と語学力を備え、グローバルな視点で諸課題を考え解決に向けて行動するとともに、多様な価値観を受容でき

る生徒 

ウ 自ら考え、自ら学び、自ら行動し、積極的に他者と関わろうとする生徒 

エ 学校行事をはじめとする課外活動に積極的に取り組み、自主・自律の態度や豊かな情操を育もうとする生徒 

資料１ 
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教
育
活
動
等
の

基
本
姿
勢 

新しい時代に求められる資質・能力の育成を目指し、社会に貢献できる人材を輩出するために、主体的・対話的で深い学びの視点

から、学習内容の充実を図るとともに、地域との協働による探究的な学びを実践する。 

 

教
科
指
導 

基
本
方
針 

ア グローバル人材の育成を目指し、教科横断的な学びを通して、国際感覚や語学力を育成する。 

イ ＩＣＴの活用を通して学びを深め、多面的・多角的な学習評価によって生徒が主体的に学びに向かう力を育む。 

ウ 地域と協働した探究的な学びの中で地域の特性や課題に関心を持たせるとともに、ＳＤＧｓなどの諸課題の解決に向けて取り

組むための資質・能力を身に付けさせる。 

具
現
化 

ア 基礎・基本の徹底を図るとともに、教科・科目等の枠を超えた横断的な学びを推進し、遠隔学習やフィールドワークなど校内

外での活動等の機会を積極的に取り入れる。 

イ 英語の検定試験の受検を推奨し、英語４技能を向上させ、積極的に国際交流を図る。 

ウ 一人一台端末を活用し、生徒にとって「わかる・できる」授業を展開することで、生徒の主体性を引き出し、学習改善を図る。 

エ 教育活動の到達度評価にルーブリックを取り入れ、生徒の学習改善や教員の授業力向上を図る。 

オ 総合的な探究の時間を通して、地域の歴史や文化を学ぶとともに、すべての教科でＳＤＧｓに関わる取組を行い、主体的・対

話的で深い学びを実践する。 

カ 社会人に必要な思考力、判断力、表現力等の総合的な学力を育成するため、地域の大学・企業と連携した体験活動等を行う。 
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生
徒
指
導 

基
本
方
針 

ア 生徒理解に基づき多様な生徒に応じた指導を行い、規範意識を高め、生徒一人一人が自らの意志で社会に関わろうとする主体

性を育む。 

イ 地域の教育力の活用や学校行事の充実を通して、自己肯定感や自己有用感等を高めるとともに、他者を尊重する豊かな人間性

を育む。 

ウ 健全な人間関係を構築できるように、悩み等を適宜相談できる体制を整える。 

具
現
化 

ア 多様な人々と協働していく中で、生徒が安心して発言し、失敗を恐れずに主体的に行動できるよう配慮した指導を行う。 

イ 学校と家庭の連携を図り、基本的生活習慣や社会で必要なマナー・ルールを遵守する態度を育成する。 

ウ 地域のイベント企画やボランティア活動等へ積極的に参加し、貢献することで自己肯定感や自己有用感を高める。 

エ 様々な場面で自己決定の場を与え、規範意識や自己管理など生徒の自律的な行動を支援する。 

オ 教職員一人一人がカウンセリングマインドを身に付け、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等と連携するな

ど、組織的な教育相談体制を確立する。 

カ 人権課題に対する正しい理解を深め、学校の教育活動全体を通じて人間尊重の精神を涵養する。 



4 
 

進
路
指
導 

基
本
方
針 

ア 系統的なキャリア教育及び地域と連携した探究的な学びを通じて、自らの進路を主体的に選択することができるよう、組織的・

計画的な進路指導を行う。 

イ 大学進学を中心に、生徒一人一人の進路希望に応じたきめ細かな指導を行うとともに、資格取得を奨励し、学習への動機づけ

を図る。 

ウ 大学や企業との連携に積極的に取り組み、望ましい勤労観、職業観を確立し、将来を見据えた進路実現を図る。 

具
現
化 

ア 多様な人材との交流等を通じ、生徒の学びと進路選択を見通しながら一人一人の目標を実現できるキャリア教育を計画的に実

施する。 

イ 進路担当を中心に全教員が大学等入試制度の研究を進めるとともに、校内の各分掌等の緊密な連携を通して、私立中堅大学か

ら国公立大学まで対応した指導を行う。 

ウ 英語に関わる各種資格が取得できる体制を充実させ、自らの進路実現に向けた学習に結び付ける指導を図る。 

エ 大学等と連携した専門的な学習活動等を推進する。 

オ 地域及び関係諸団体と連携・協働したキャリア教育の充実を図る。 
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生
徒
募
集 

基
本
方
針 

ア 小・中学生や保護者が関心を持てるよう、地域との協働による探究活動を実践する学校、進学を重視した文武両道の学校であ

ることを広く浸透させる。 

イ 学校の特色や育てたい生徒像を踏まえ、目的意識が高く意欲のある生徒の募集に努める。 

ウ さいたま市及び春日部市周辺等、広範囲に募集活動を行う。 

具
現
化 

ア 生徒の出身校訪問や生徒の活躍する場を近隣の小・中学校や市町村にも広げ、生徒たちの姿を通して新校の魅力を発信する。 

イ 地元中学校と連携し、英語スピーチコンテストを実施する。また、地元の小学生に英会話を教える等の取組も行う。 

ウ 課外活動等での交流を通じて中学校の教職員に新校の特色を広め、「行きたい高校」への魅力づくりを行う。 

エ 学校の魅力を伝えるために、ＰＲ動画の作成、広報紙への掲載などを組み合わせ、県内の市町村教育委員会との連携を通して、

効果的に情報を発信する。 

オ 入学者選抜において、学校の特色や育てたい生徒像を踏まえた選抜基準を設ける。 

そ
の
他 

ア 外国につながる生徒に対する日本語指導を教育課程に組み入れるなど、地域のニーズに応じた教育活動を行う。 

イ 指導の充実を目的とした様々な研修を実施して、教職員の資質・能力の向上を図る。 

ウ 共生社会の実現に向けた学びの機会を設定し、多様な人々との協働を通して人権感覚の育成を図る。 

 


